
　みんなの冷蔵庫が受賞しました市内学生の活躍

　本市の伊東風花さんの「みんなの冷蔵庫in太宰府プロジェクト」が九州アートディレクターズクラブアワード

2023で総合第３位とプロジェクト部門賞を受賞し、トロフィーの１つが市へ寄贈されました。

　この賞は、九州のクリエイティブの頂点を決めるコンテストで1047組がエントリー

しました。

　伊東さんは応援してもらった感謝の印としてトロフィーを福岡県と本市に寄贈し、

「自分のやりたいことにチャレンジしようと思う人の後押しになる取り組みがもっ

と広がってほしいです」と語りました。
受賞報告をした伊東さん（中央）

い とう ふう か

　日本善行会創立85周年の感謝状が贈呈されました市民の活躍

　創立85周年を迎える（一社）日本善行会から同会員の鳥巣正行さんに、事業運

営に貢献してきた長年の功績がたたえられ、感謝状が贈られました。

　また、本市経営企画課広聴広報係にも、善行表彰の広報紙掲載など同会の事

業活動の推進に貢献したとして感謝状が贈られました。

表彰を受けた鳥巣さん（右）

　ｅスポーツ体験会を開催しました全世代交流フリースペースの活用推進

　いきいき情報センター１階の全世代交流フリースペースで４月22日㈯、ｅスポーツ体験会を本市と九州情報

大学の共催、ＮＴＴ西日本九州支店の協力で行いました。

　ｅスポーツはビデオゲームなどで対戦する競技でオリンピック競技にも検討され

ています。九州情報大学の学園祭で好評だったため、今回は全世代交流フリース

ペースで開催しました。

　高齢者の認知症予防や運動不足解消にも効果が期待され、今後は世代を超えた

交流イベントとして開催予定です。
ｅスポーツをプレイする大学生

とり す まさゆき

まちのトピ クスッ

　４月23日㈰に柔道大会、29日㈯に剣道大会が、太宰府市総合体育館（とびうめアリーナ）で開

催されました。この大会は本年で70回を迎える歴史ある大会で、武道を通じた青少年の健全育成

を図ることを目的に、「国士舘杯」とあわせて実施されています。選手たちは日頃からの練習の成

果を十分に発揮し、熱戦を繰り広げていました。

　第70回太宰府柔道、剣道大会・第10回国士舘杯柔道、剣道大会開催

世界に羽ばたく人材育成
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教師になり５年目。６年生秋の鍛錬遠足は宝満山登

山でした。山頂での昼食後、遊んでいた一人の子が足

を捻挫してしまいました。「歩けない」と言います。でき

るだけの治療をしましたが、結局痛みは引かずおぶっ

て下山することになりました。

学年で男性教員は自分だけです。小柄な子でしたがそれでも６年生。歩く

ほどに重さがこたえてきます。途中で何度も「痛みはどう？」「歩けそう？」と

聞きますが、期待する返事はなく「痛い。歩けない」と言うだけです。疲労で

足が大きく震えましたが、それでも歩くしかありません。転んで怪我をさせて

もいけないので、慎重に慎重にと歩き、どうにか無事に竈門神社まで降りて

くることができました。

あの背中の子は現在50歳になっているはずです。おぶわれて宝満山を下山

するというのは、なかなか出来ない経験だと思いますが今でもあの子は覚え

ているでしょうか。
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令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト

合同新作発表会・展示会開催

　市内３事業者が開発した梅プロジェクト新製品の合同発表会・展示会を４月25日㈫に開催しました。過

去に太宰府の梅トライアルアワードに出品し、製品化へ試行錯誤してきた市内事業者も参加し、新製品をお

披露目しました。

　披露されたのは、健康面で効能が期待される生姜や山椒などを使用した５種類の「梅味噌」、爽やかな

コーラに黒糖、生姜、スパイスを加えた「梅クラフトコーラ」、厳選された砂糖を使用し１カ月間熟成させた

スタンダード・紅茶・黒糖の「太宰府梅ジュース」です。

　また、「蝶矢謹製大宰府梅酒」をはじめ、梅プロジェクトでこれまで開発された22の製品を一堂に集めて

展示会を行いました。

　市内の至る所で梅を愛

で、収穫しグルメやスイー

ツが楽しめる「真の梅の

まち」へ向け前進を続け

る梅プロジェクトに引き

続き注目してください。
今回披露された新製品新製品を発表した市内事業者

（左から１・２・３人目）

これまで発表された
梅プロジェクト製品の一部

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 45 広報だざいふ 2023.6 （令和 5 年）広報だざいふ 2023.6 （令和 5 年）
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